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ガ
イ
ド
協
会
に
入
会
し
丸
五
年
。
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
コ
ロ
ナ
禍
で
、
企
画
し

て
い
た
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
中
止
、
実
施

の
場
合
で
も
三
密
を
避
け
マ
ス
ク
を
着

用
等
制
限
下
で
の
協
会
活
動
で
し
た
。

で
す
が
、
良
か
っ
た
と
思
え
る
こ
と
が

沢
山
あ
り
ま
す
。

　

・
一
日
平
均
八
千
歩
歩
い
て
い
る

　

・
行
く
と
こ
ろ
が
あ
る

　

・
や
る
こ
と
が
沢
山
あ
る

　

・
新
し
い
仲
間
が
増
え
続
け
て
い
る

　

・
な
に
よ
り
ガ
イ
ド
の
後
、

　
　

参
加
者
の
方
々
か
ら

　
　
「
楽
し
か
っ
た
」 と
い
わ
れ
る

　

こ
の
よ
う
に
充
実
し
た
毎
日
も
ガ
イ

ド
協
会
の
お
か
げ
で
す
。

　

こ
の
度
、
先
輩
諸
氏
が
築
い
た
小
田

原
ガ
イ
ド
協
会
の
バ
ト
ン
を
受
け
継
ぐ

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

得
た
教
訓
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
理
念

の 

「
お
も
て
な
し
の
心
」 

を
大
切
に
、

懇
切
丁
寧
な
ガ
イ
ド
を
実
践
し
、
お
客

様
に 

「
楽
し
か
っ
た
」 

の
一
言
が
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
熱
い
小
田
原
フ
ァ
ン

が
ど
ん
ど
ん
増
え
る
よ
う
に
、
そ
し

て
、
小
田
原
ガ
イ
ド
協
会
が
こ
れ
ま
で

同
様
必
要
不
可
欠
な
団
体
で
あ
り
続
け

る
よ
う
に
邁
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

協
会
員
の
皆
様
、
ま
た
こ
の
一
文
に

目
を
通
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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さ
て
、
簡
単
に
自
己
紹
介
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
私
の
祖
、
勝
間
田
氏

は
、
本
貫
を
現
在
の
静
岡
県
牧
之
原
市

の
勝
間
田
川
流
域
を
一
帯
と
し
た
勝
間

田
の
荘
を
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
約

三
五
〇
年
間
を
支
配
し
た
豪
族
で
し

た
。
勝
間
田
城
址
が
勝
間
田
川
上
流
の

台
地
に
あ
り
ま
す
。
室
町
時
代
は
幕
府

の
奉
公
衆
と
し
て
仕
え
て
い
た
家
柄
で

し
た
が
、
応
仁
の
乱
の
時
に
今
川
義
忠

と
の
戦
い
に
敗
れ
、
富
士
の
裾
野
・
御

殿
場
・
箱
根
の
仙
石
原
に
逃
げ
込
み
、

残
党
狩
り
を
逃
れ
る
た
め
名
前 

（
呼
び

名
は
同
じ
） 

を
か
く
し
、
各
地
へ
移
り

隠
れ
住
ん
だ
の
が
現
在
の
カ
ツ
マ
タ
の

先
祖
で
す
。

　

新
編
相
模
風
土
記
稿
で
は

元
原
野
た
り 

「
往
昔
頼
朝
此
辺
り
を
過

し
時
、
此
地
田
畑
に
開
墾
せ
ば
、
凡
そ

千
石
も
有
る
べ
き
な
ら
ん
と
伝
わ
れ
し

を
以
て
村
名
は
起
こ
り
な
り
と
伝
え
ど

信
じ
難
し
」 

と
記
さ
れ
て
い
る
箱
根
町

仙
石
原
、
金
時
山
麓
に
、
昭
和
27
年
、

生
ま
れ
ま
し
た
。
辰
年
で
す
。

　

太
田
道
灌
が 

「
朽
ち
に
け
る
槙
の
板

橋
苔
む
し
て
危
う
な
が
ら
も
渡
る
徒
歩

人
」 

と
詠
ん
だ
和
歌
が
由
来
と
も
、
小

田
原
早
川
上
水
に
架
け
ら
れ
た
橋
に
ち

な
ん
だ
と
も
云
わ
れ
る
小
田
原
市
板
橋

が
住
ま
い
で
す
。

　

小
田
原
ガ
イ
ド
協
会
は
、
観
光
ガ
イ
ド
を
通
し

て
の 〝
地
域
振
興
〟 〝
魅
力
的
な
街
づ
く
り
〟 

そ
し
て 

〝
郷
土
史
学
習
の
支
援
と
社
会
貢
献
〟 が
基
本
理
念
。 

　

観
光
客
に
小
田
原
の
魅
力 （
歴
史
・
文
化
・
自
然
・

伝
統
産
業
等
） 

を
伝
え 〝
心
の
思
い
出
〟 

を
持
ち

帰
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、 

生
涯
学
習
の
心
意
気
で

自
己
研
鑽
を
重
ね 「
お
も
て
な
し
の
心
が
こ
も
っ
た

ガ
イ
ド
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
地
域
社
会
・
行
政
機

関
か
ら
信
頼
さ
れ
る
組
織
と
な
る 

―
―
」 

こ
の
趣

旨
を
掲
げ
、
設
立
か
ら
二
八
年
経
ち
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
こ
の
歴
史
あ
る
小
田
原
ガ
イ
ド
協
会

会
長
の
バ
ト
ン
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た

勝
俣
宏
一
で
す
。
協
会
暦
23
期
、
養
成
講
座 （
現
在

13
期
開
講
中
） 

で
は
７
期
生
に
な
り
ま
す
。
あ
ら
た

め
て
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
田
原
ガ
イ
ド
協
会
会
長　

勝
俣 

宏
一

最高齢協会員 三元氏 と 筆者 （右）最高齢協会員 三元氏 と 筆者 （右）



2

小田原ガイド協会だより 第100 号

養成講座 第12 期生養成講座 第12 期生

あれこれ 思い出の一年 …あれこれ 思い出の一年 …



4

小田原ガイド協会だより 第100 号

　

一
夜
城
ヨ
ロ
イ
ヅ
カ
フ
ア
ー
ム
の
ス

ペ
シ
ャ
ル
ケ
ー
キ
を
メ
イ
ン
に
掲
げ
た

今
回
の
企
画
は
、
二
月
に
三
日
間
実
施

さ
れ
、
満
員
御
礼
で
好
評
の
内
に
終
了

し
ま
し
た
。
飲
食
店
、
バ
ス
会
社
と
コ

ラ
ボ
し
た
企
画
は
、
回
遊
バ
ス
委
員
会

で
長
期
間
に
渡
る
準
備
の
上
に
実
現
さ

れ
た
も
の
で
す
。
飲
食
店
の
利
用
は
当

日
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
悩
み
ど
こ
ろ
で
す

が
、
杞
憂
に
終
わ
り
ス
イ
ー
ツ
好
き
の

女
性
が
大
半
で
遠
方
の
参
加
者
が
多

か
っ
た
の
が
特
徴
で
す
。

　

鎧
塚
氏
の
知
名
度
は
さ
す
が
で
す
。

今
回
ガ
イ
ド
の
重
点
は
、
石
垣
山
一
夜

城
の
二
十
分
と
い
う
ガ
イ
ド
時
間
で

す
。
担
当
の
ガ
イ
ド
達
で
何
回
か
下
見

を
行
う
も
充
実
し
た
ガ
イ
ド
に
は
程
遠

く
、
お
客
様

に
満
足
い
た

だ
け
る
か
心

配
で
し
た
。

そ
こ
で
説
明

箇
所
を
井
戸

曲
輪
か
ら
眼

下
に
広
が
る

相
模
湾
と
小

　
　
　

      

う
め
ま
る
号
で
ゆ
く

う
め
ま
る
号
で
ゆ
く  

―
―
―
―

  
一
夜
城
と
ヨ
ロ
イ
ヅ
カ
フ
ァ
ー
ム

一
夜
城
と
ヨ
ロ
イ
ヅ
カ
フ
ァ
ー
ム

  
そ
し
て

そ
し
て  

松
本
剛
吉
邸

松
本
剛
吉
邸

企画ガイド

田
原
城
に
焦
点
を
絞
り
ま
し
た
。
雄
大

な
景
色
に
皆
感
動
さ
れ
て
一
安
心
、
残

り
時
間
は
歩
き
な
が
ら
お
城
の
概
要
を

説
明
し
て
時
間
内
に
収
め
ま
し
た
。

　

ヨ
ロ
イ
ヅ
カ
フ
ァ
ー
ム
の
ス
ペ
シ
ャ

ル
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
は
大
好
評
で
口
々
に 

「
美
味
し
か
っ
た
」 

と
絶
賛
の
声
。
店

内
滞
在
時
間
も
充

分
に
取
っ
た
た
め

多
く
の
方
が
両
手

い
っ
ぱ
い
に
買
い

物
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
は
庭
園
内
の
ご
案
内
に

な
り
全
面
に
広
が
る
相
模
湾
の
説
明
を

す
る
つ
も
り
が
曇
り
の
た
め
空
も
海
も

灰
色
で
、
う
っ
か
り
説
明
を
省
い
て
し

ま
い
意
気
消
沈
し
て
い
る
と
、
当
日
満

開
に
な
っ
た
駐
車
場
近
く
の
早
咲
き
の

桜
に
皆
さ
ん
目
を
奪
わ
れ
、
歓
声
を
あ

げ
て
撮
影
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

松
本
剛
吉
邸
で
は
、
日
本
家
屋
の
内

装
名
称
を
分
か
り
や
す
く
、
ゆ
っ
く
り

見
て
い
た
だ
く
事
に
心
掛
け
ま
し
た
。

解
散
時
に
皆
様
の
和
や
か
な
様
子
を
拝

見
し
な
が
ら
、
こ
の
企
画
に
懸
命
に
取

り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
委
員
会
の
皆
様
に

ご
迷
惑
を
掛
け
ず
に
済
ん
で
ほ
っ
と
し

た
と
同
時
に
今
ま
で
の
ご
指
導
に
感
謝

で
し
た
。

　

最
後
に
ガ
イ
ド
に
色
を
添
え
て
く
れ

た
桜
に
あ
り
が
と
う
。

石
塚 

三
津
江

　

五
年
ぶ
り
と
な
る
曽
我
の
里
ガ
イ
ド

　

五
年
ぶ
り
と
な
る
曽
我
の
里
ガ
イ
ド

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

令
和
六
年
二
月
十
七
日

　

令
和
六
年
二
月
十
七
日  

（
土
）

（
土
）  

十
八
十
八

日日  

（
日
）

（
日
）  

二
十
三
日

二
十
三
日  

（
祝
）

（
祝
）  

二
十
四
日

二
十
四
日  

（
土
）

（
土
）  

二
十
六
日

二
十
六
日  

（
日
）

（
日
）  

の
五
日
間
、

の
五
日
間
、  

下下

曽
我
駅
か
ら
別
所
梅
林
ま
で
、

曽
我
駅
か
ら
別
所
梅
林
ま
で
、  

下
車
し

下
車
し

たた  

「
曽
我
の
里
来
訪
の
観

「
曽
我
の
里
来
訪
の
観

光
客
」

光
客
」  

を
対
象
に
ガ
イ
ド

を
対
象
に
ガ
イ
ド

を
再
開
す
る
こ
と
と
な
り

を
再
開
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
私
は
二
十
四
日

ま
し
た
。
私
は
二
十
四
日  

（
土
）

（
土
）  

二
番
手
の
担
当
と
な

二
番
手
の
担
当
と
な

り
、
り
、  

六
名
の
お
客
様
を
案

六
名
の
お
客
様
を
案

内
し
ま
し
た
。

内
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
曽
我
の
里
ガ

　

こ
の
日
は
曽
我
の
里
ガ

イ
ド
の
三
点
セ
ッ
ト

イ
ド
の
三
点
セ
ッ
ト  

「
富
「
富

士
山
が
は
っ
き
り
見
え

士
山
が
は
っ
き
り
見
え

る
」
る
」  「
梅
の
開
花
が
見
頃
と

「
梅
の
開
花
が
見
頃
と

な
る
」

な
る
」  「
好
天
に
恵
ま
れ

「
好
天
に
恵
ま
れ

る
」
る
」  

が
整
い
、

が
整
い
、  

足
取
り
軽
く
出
発
。
曽

足
取
り
軽
く
出
発
。
曽

我
地
区
の
概
要
と
下
曽
我
駅
関
連
の
話

我
地
区
の
概
要
と
下
曽
我
駅
関
連
の
話

を
し
て
御
殿
場
線
を
越
え
、
箱
根
の

を
し
て
御
殿
場
線
を
越
え
、
箱
根
の

山
々
を
見
な
が
ら

山
々
を
見
な
が
ら  

「
め
が
ね
橋
」

「
め
が
ね
橋
」  

へ
。
へ
。

天
井
川
に
は
皆
さ
ん
興
味
津
々
の
様
子

天
井
川
に
は
皆
さ
ん
興
味
津
々
の
様
子

で
し
た
。
中
河
原
梅
林
で
富
士
の
眺
め

で
し
た
。
中
河
原
梅
林
で
富
士
の
眺
め

を
堪
能
し
て
曹
洞
宗
の
古
刹
瑞
雲
寺

を
堪
能
し
て
曹
洞
宗
の
古
刹
瑞
雲
寺

へ
。
こ
こ
は
、
数
々
の
石
造
物
、
自
修

へ
。
こ
こ
は
、
数
々
の
石
造
物
、
自
修

学
校
発
祥
の
地
、
等
で
知
ら
れ
て
い

学
校
発
祥
の
地
、
等
で
知
ら
れ
て
い

る
。
岸
地
蔵
尊
、
天
津
神
社
、
を
経
て
、

る
。
岸
地
蔵
尊
、
天
津
神
社
、
を
経
て
、

曽
我
郷
六
か
村
の
総
鎮
守
宗
我
神
社
に

曽
我
郷
六
か
村
の
総
鎮
守
宗
我
神
社
に

着
い
た
。

着
い
た
。

　

宗
我
都
比
古
命
、
宗
我
都
比
女
命
が

　

宗
我
都
比
古
命
、
宗
我
都
比
女
命
が

御
祭
神
で
小
田
原
城
鬼
門
を
守
護
し
て

御
祭
神
で
小
田
原
城
鬼
門
を
守
護
し
て

い
る
神
社
で
す
。
臨
済
宗
建
長
寺
派
寺

い
る
神
社
で
す
。
臨
済
宗
建
長
寺
派
寺

院
で
あ
り
、
曽
我
兄
弟
の
養
父
・
曽
我

院
で
あ
り
、
曽
我
兄
弟
の
養
父
・
曽
我

祐
信
の
位
牌
が
祀
ら
れ
て
い
る
法
輪
寺

祐
信
の
位
牌
が
祀
ら
れ
て
い
る
法
輪
寺

に
向
か
っ
た
。
木
彫
り
の
薬
師
三
尊
、

に
向
か
っ
た
。
木
彫
り
の
薬
師
三
尊
、

澄
禅
和
尚
の
一
針
一
拝
の
二
十
五
条
袈

澄
禅
和
尚
の
一
針
一
拝
の
二
十
五
条
袈

裟
等
が
あ
る
。
五
郎
の
沓
石
、
城
前
寺

裟
等
が
あ
る
。
五
郎
の
沓
石
、
城
前
寺  

（
浄
土
宗
、

（
浄
土
宗
、  

芝
増
上
寺

芝
増
上
寺

の
末
寺
）

の
末
寺
）  

雄
山
荘
跡

雄
山
荘
跡

を
説
明
し
た
次
は
、

を
説
明
し
た
次
は
、

伝
曽
我
氏
館
跡
で
あ

伝
曽
我
氏
館
跡
で
あ

る
。
曽
我
祐
信
の
屋

る
。
曽
我
祐
信
の
屋

敷
跡
と
伝
わ
る
こ
の

敷
跡
と
伝
わ
る
こ
の

地
で
曽
我
兄
弟
は

地
で
曽
我
兄
弟
は

育
っ
た
。
梅
干
し
場
、

育
っ
た
。
梅
干
し
場
、

大
運
寺
跡
、
を
経
て
、

大
運
寺
跡
、
を
経
て
、

二
宮
尊
徳
遺
髪
塚
に

二
宮
尊
徳
遺
髪
塚
に

到
着
。

到
着
。

　

こ
こ
で
休
憩
。
満

　

こ
こ
で
休
憩
。
満

江
御
前
屋
敷
跡
へ
、
現
在
は
別
所
公
民

江
御
前
屋
敷
跡
へ
、
現
在
は
別
所
公
民

館館  

（
曽
我
物
語
「
小
袖
乞
い
」
の
伝
承

（
曽
我
物
語
「
小
袖
乞
い
」
の
伝
承

地
）。
焼
薬
師
、
満
江
御
前
の
墓
を
経

地
）。
焼
薬
師
、
満
江
御
前
の
墓
を
経

て
、
法
蓮
寺
へ
。
日
蓮
宗
、
毘
沙
門
天

て
、
法
蓮
寺
へ
。
日
蓮
宗
、
毘
沙
門
天

像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
解
散
場
所
の

像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
解
散
場
所
の

別
所
梅
林
は
目
の
前
、
約
七
キ
ロ
、
三

別
所
梅
林
は
目
の
前
、
約
七
キ
ロ
、
三

時
間
三
〇
分
の
里
歩
き
、
楽
し
い
半
日

時
間
三
〇
分
の
里
歩
き
、
楽
し
い
半
日

を
共
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

を
共
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　

      

曽
我
の
里

曽
我
の
里

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
観
梅
と
史
跡
め
ぐ
り

観
梅
と
史
跡
め
ぐ
り

企画ガイド

高
杉 

昭
廣

瑞雲寺のしだれ梅瑞雲寺のしだれ梅

相模湾 （ヨロイズカファームから）相模湾 （ヨロイズカファームから）
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二
班
は 

「
水
が
潤
し
た
城
下
町
」 

と

い
う
メ
イ
ン
タ
イ
ト
ル
で
、
小
田
原
用

水 

（
早
川
上
水
） 

に
沿
い
な
が
ら
の
半

日
コ
ー
ス
と
、
途
中
な
り
わ
い
交
流
館

で
昼
食
を
と
る
一
日
コ
ー
ス
を
、
別
々

の
日
程
で
企
画
し
ま
し

た
。

　

私
は
三
月
二
十
日
の

一
日
コ
ー
ス
を
担
当
し

ま
し
た
。
当
日
参
加
さ

れ
た
お
客
様
は
六
名
。

企
画
ガ
イ
ド
も
、
一
日

コ
ー
ス
の
ガ
イ
ド
も
初

め
て
の
私
に
と
っ
て
、

遠
か
ら
ず
近
か
ら
ず
の

程
よ
い
距
離
感
覚
で
ご

案
内
で
き
る
お
客
様
の

人
数
で
し
た
。
サ
ブ
タ

イ
ト
ル
の
「
花
の
季
節
」 

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
は
、
昨
年
桜
の
開
花

が
早
か
っ
た
事
に
少
し
の
期
待
を
込
め

て
の
こ
と
で
し
た
。
が
、
コ
ー
ス
途
中

の
西
海
子
小
路
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
、
咲

き
そ
う
な
気
配
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
出
発
前
に
そ
の
事
を
伝
え
る
と 

「
し
ょ
う
が
な
い
よ
ね
ぇ
、
自
然
の
こ

と
だ
か
ら
」 

と
温
か
い
心
遣
い
を
い
た

だ
き
、
い
ざ
ス
タ
ー
ト
。

　

車
や
歩
道
を
走
る
自
転
車
に
気
を
付

け
な
が
ら
、
歩
き
な
が
ら
と
立
ち
止

ま
っ
て
の
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
案
内
す
る
内

容
を
考
え
て
は
い
た
も
の
の
、
緊
張
の

あ
ま
り
思
い
通
り
に
な
る
は
ず
も
あ
り

ま
せ
ん
。
何
と
な
く
要
領
が
掴
め
て
き

た
の
は
、
コ
ー
ス
も
終
盤
に
な
っ
て
か

ら
の
事
で
し
た
。
ま
だ
ま
だ
経
験
不
足

の
私
の
つ
た
な
い
案
内
に
、
時
に
感
心

し
た
り
、
頷
い
た
り
し

て
下
さ
る
お
客
様
の
反

応
に
刺
激
を
受
け
て
の

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
あ
ら
た
め
て
感

じ
た
事
は
、
ガ
イ
ド
と

い
う
の
は
そ
れ
を
聞
い

て
下
さ
る
目
の
前
の
お

客
様
が
あ
っ
て
こ
そ
完

結
す
る
も
の
だ
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
そ
の
た

め
に
は
事
前
の
準
備
が

大
切
で
、
そ
れ
が
お
客

様
に
伝
わ
り
、
そ
の
反

応
が
ま
た
自
分
に
戻
っ
て
き
て
次
に
繋

が
っ
て
ゆ
く
と
い
う
事
か
な
と
感
じ
ま

し
た
。

　

今
回
ご
参
加
い
た
だ
い
た
お
客
様
、

助
言
や
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
下
さ
っ
た
諸

先
輩
方
に
深
く
感
謝
し
て
報
告
を
終
わ

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
水
が
潤
し
た
城
下
町

水
が
潤
し
た
城
下
町  

―
―
―
―

　
　
　

  「
花
の
季
節
」

　
　
　
　
小
田
原
用
水
に
沿
っ
て

小
田
原
用
水
に
沿
っ
て

企画ガイド

　

か
ん
か
ん
そ
う

か
ん
か
ん
そ
う

　
三
淵
邸
・
甘
柑
荘

　
三
淵
邸
・
甘
柑
荘勝

俣 

宏
一

に
慶
応
義
塾
大
学
で
教
壇
に
立
つ
。

四
五
歳
で
退
官
し
、
三
井
信
託
株
式

会
社
の
法
律
顧
問
を
務
め
、
六
〇
歳

で
隠
居
。
新
憲
法
制
定
に
よ
る
最
高

裁
判
所
新
設
に
伴
い
六
七
歳
に
し
て

初
代
長
官
に
任
命
さ
れ
た
。

　

最
高
裁
公
邸
が
で
き
る
ま
で
の
数

ヶ
月
は
、
小
田
原
か
ら
最
高
裁
に
ラ

ッ
シ
ュ
時
の
電
車
で
通
っ
て
い
た
。

当
時
の
朝
日
新
聞
で
は 

「
首
相
と
並

ん
で
最
重
要
の
地
位
に
あ
る
最
高
裁

判
所
長
官
が
座
る
席
も
無
い
状
態

に
。
小
田
原
在
住
の
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
数
名
が 

〈
長
官
席
獲
得
運
動
〉

を
お
こ
し
、
当
番
を
決

め
長
官
の
た
め
の
席

を
確
保
し
よ
う
と
、
小

田
原
駅
と
東
京
駅
で

群
集
と
戦
っ
た
」 

と
報

じ
て
い
る
。

　

忠
彦
氏
の
父
と
同

じ
会
津
藩
士
で
明
治

維
新
後
、
大
審
院
判
事
も
勤
め
た
西

川
鉄
次
郎
も
退
官
後
小
田
原
に
住

み
、
同
郷
同
業
か
ら
の
交
流
と
、
忠

彦
氏
の
三
井
信
託
顧
問
時
の
縁
の
益

田
孝
氏
の
紹
介
で
板
橋
の
地
を
選
ん

だ
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
板
橋
に
住
ん

だ
松
永
安
左
エ
門
氏
と
は
特
に
親
交

が
深
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

甘
柑
荘
は
金
・
日
に
見
学
公
開
さ

れ
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
ド
ラ
マ 

『
虎
に
翼
』

ヒ
ロ
イ
ン
の
モ
デ
ル
で
あ
り
、
女
性

と
し
て
初
め
て
裁
判
所
長
に
な
っ
た

三
淵
嘉
子
さ
ん
。彼
女
の
暮
ら
し
た
・

甘
柑
荘
は
、
彼
女
の
義
父
で
あ
る
初

代
最
高
裁
判
所
長
官
・
三
淵
忠
彦
氏

が
、
昭
和
初
期
、
箱
根
板
橋
に
別
荘

と
し
て
建
て
、
晩
年
を

過
ご
し
た
数
奇
屋
風
家

屋
で
あ
る
。
設
計
施
工

は
佐
藤
秀
三
氏 

（
佐
藤

秀
工
務
店
） 

と
言
わ
れ

て
い
る
。
忠
彦
氏
の 「
玄

関
の
な
い
、
床
の
間
の

な
い
、
そ
し
て
一
切
の

装
飾
の
な
い
家
」 

と
の

注
文
通
り
に
建
て
ら
れ

た
と
い
う
。

　

茶
室
を
備
え
た
屋
敷
の
南
に
広
い

庭
、
ま
わ
り
に
花
木
や
紅
葉
、
東
に

は
蜜
柑
、
夏
蜜
柑
、
檸
檬
、
金
柑
や

梅
が
植
え
ら
れ
、
往
時
の
数
寄
屋
の

趣
味
を
今
に
伝
え
て
い
る
。
三
淵
忠

彦
氏
は
、
会
津
藩
家
老
・
萱
野
長
修 

（
大
河
ド
ラ
マ 

「
八
重
の
桜
」 

で
柳

沢
慎
吾
が
演
じ
た
） 

の
実
弟
三
淵
隆

衡
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
地
方
裁
判

所
判
事
、
大
審
院
判
事
を
歴
任
、
後

話題の…

菅
井 

一
文
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は
、
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
甘
さ
の
つ
ぶ

あ
ん
が
た
っ
ぷ
り
詰
ま
っ
て
い
ま

す
。
も
ち
米
１
０
０
％
の
皮
は
翌
日

に
は
固
く
な
る
た
め
、
賞
味
期
限
を

当
日
中
と
し
て
い
ま
す
が
、
ト
ー
ス

タ
ー
で
炙
れ
ば
食
べ
き
れ
な
い
分
も

香
ば
し
く
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
そ

う
で
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
創
業
当
初
か
ら
の

タ
レ
を
継
ぎ
足
し
、
変
わ
ら
ぬ
味
を

守
り
続
け
て
い
る
い
な
り
寿
司
や
の

り
巻
き
、
だ
ん
ご
な
ど
昔
な
が
ら
の

定
番
も
常
連
さ
ん
の
お
目
当
て
で

す
。
一
方
で
新
商
品
の
開
発
に
も
意

欲
的
で
、
最
近
で
は
Ｆ
Ｍ
ヨ
コ
ハ
マ

さ
ん
と
御
一
緒
に「
シ
ナ
モ
ン
大
福
」

と 

「
ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー
い
な
り
」 

を

開
発
さ
れ
、
夏
限
定
の
看
板
商
品
と

し
て
好
評
を
博
し
た
そ
う
で
す
。

　

昔
な
が
ら
の
定
番
商
品
と
ア
イ
デ

ア
満
載
の
新
商
品
が
揃
う
和
菓
子
の

名
店
「
伊
勢
屋
」。

　

こ
の
味
を
知
ら
な
い
と
あ
な
た
も

小
田
原
通
と
は
言
え
ま
せ
ん
よ
。

　

ク
ル
ー
ズ
船
を
チ
ャ
ー
タ
ー
す
る
四

班
の
企
画
ガ
イ
ド
は
初
め
て
の
経
験
で

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
真
鶴
町
に

訪
れ
る
機
会
も
少
な
か
っ
た
為
、
乗
船

前
の
真
鶴
散
歩
に
つ
い
て
は
先
輩
方
の

助
言
や
資
料
、
現
場
の
下
見
を
通
し
て

何
と
か
準
備
を
進
め
る
状
態
で
し
た
。

　

実
施
直
前
に
天
候
の
不
順
が
報
じ
ら

れ
、
当
日
欠
航
と
な
っ
た
場
合
の
ル
ー

ト
変
更
や
雨
対
策
に
気
を
取
ら
れ
ま
し

た
が
、
幸
い
当
日
は
薄
曇
り
で
ク
ル
ー

ズ
船
も
運
行
可
能
。
お
客
様
も
予
想
以

上
の
参
加
で
し
た
が
、
曇
天
の
た
め
標

題
の 

「
風
薫
る
」 

と 

「
潮
騒
煌
め
く
」 

と
は
少
し
違
っ
た
雰
囲
気
で
の
ガ
イ
ド

と
な
り
ま
し
た
。

　

源
頼
朝
が
挙
兵
し
石
橋
山
の
戦
い
で

敗
れ
た
後
、
こ
の
地
か
ら
安
房
に
脱
出

す
る
ま
で
の
五
日
間
に
多
く
の
逸
話
が

残
る
町
。
ま
た
箱
根
の
溶
岩
が
形
成
し

た
独
特
の
風
景
か
ら 

「
銘
石
」 

と
言
わ

れ
る 

「
本
小
松
石
」 

を
産
出
し
石
材
業

と
し
て
繁
栄
し
た
真
鶴
。
人
口
減
少
に

よ
り
県
内
初
の
指
定
を
受
け
る
事
と

な
っ
た 

「
過
疎
地
域
」。
お
客
様
か
ら

の 

「
い
つ
も
は
通
過
す
る
だ
け
の
駅
で

す
が
、
色
々
な
歴
史
が
あ
る
ん
で
す

ね
！
」 

と
の
感
想
に
、
同
じ
思
い
で
下

見
を
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

起
伏
の
あ
る
コ
ー
ス
で
し
た
が
、
弁

天
島
の
溶
岩
跡
や
如
来
寺
の
閻
魔
様
に

は
非
日
常
感
を
感
じ
て
も
ら
っ
た
よ
う

で
す
。
陸
上
の
ガ
イ
ド
も
後
半
に
な

り
、
い
よ
い
よ
お
楽
し
み
の
遊
覧
船
が

視
界
に
は
い
る
場
所
に
来
た
時
お
客
様

か
ら 

「
あ
ん
な
に
小
さ
な
船
で
は
全
員

乗
れ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」 

と
の
問

い
。「
実
は
ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
し
て
勝
っ

た
人
だ
け
乗
る
こ
と
が
出
来
る
ん
で

す
」 「
じ
ゃ　

ガ
イ
ド
さ
ん
負
け
て
頂

戴
（
笑
）」。
会
話
の
弾
む
お
客
様
に
恵

ま
れ
楽
し
く
真
鶴
散
歩
を
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
遊
覧
船
に
は
お
客
様
全
員

乗
船
い
た
だ
き
、
通
常
の
航
路
よ
り
時

間
を
掛
け
て
三
ツ
石
の
巨
大
な
岩
の
近

く
ま
で
接
近
し
、
半
島
の
景
観
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。　

　

幸
い
一
部
の
方
が
懸
念
し
た
船
酔
い

な
ど
は
な
く
、

船
内
に
流
れ

る
ガ
イ
ド
の

音
声
に
酔
い

な
が
ら
相
模

湾
ク
ル
ー
ズ

を
満
喫
す
る

ツ
ア
ー
と
な

り
ま
し
た
。

伊伊    

勢勢    

屋屋川
目 

範
男

　
「
そ
の
日
の
朝
、ひ
と
つ
、ひ
と
つ
、

て
い
ね
い
に
…
…
」
―
― 

こ
れ
は

伊
勢
屋
さ
ん
が
発
行
し
て
い
る
情
報

誌 

「
伊
勢
屋
通
信
」 

の
一
節
で
す
。

今
回
は
、
甘
味
処
が
揃
う
小
田
原
の

中
で
も
、
丁
寧
な
手
作
り
で
変
わ
ら

ぬ
人
気
を
誇
る
名
店 

「
伊
勢
屋
」 

さ

ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

昭
和
十
年
、
初
代
大
矢
平
作
氏
が

横
須
賀
の
伊
勢
屋
で
修
行
し
た
の

ち
、
こ
こ
小
田
原
で
創
業
。
戦
争
中

の
休
業
を
乗
り
越
え
、
今
も
創
業
時

と
同
じ
場
所
で
朝
餅
を
つ
き
、
小
豆

を
焚
い
て
い
ま
す
。

　
「
そ
の
日
に
食
べ
て
頂
く
分
だ
け

作
っ
て
売
る
。
日
々
の
暮
ら
し
の
中

で
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
れ
る
お
菓
子

を
つ
く
り
た
い
」 

と
い
う
初
代
の
思

い
を
今
も
受
け
継
ぎ
、
ひ
と
つ
ひ
と

つ
丁
寧
に
、
手
作
り
で

こ
し
ら
え
て
い
ま
す
。

　

伊
勢
屋
さ
ん
の
定
番

と
言
え
ば
毎
朝
手
包
み

す
る 
「
豆
大
福
」。 

歯

ご
た
え
の
あ
る
赤
え
ん

ど
う
豆
と
、
餅
本
来
の

美
味
し
さ
が
味
わ
え
る

柔
ら
か
な
お
餅
の
中
に

まち歩き

　
　
　
風
薫
る
真
鶴
散
歩
と

風
薫
る
真
鶴
散
歩
と

　
　
　
潮
騒
煌
め
く

　
　
　
潮
騒
煌
め
く

　
　
　
相
模
湾
ク
ル
ー
ズ

　
　
　
相
模
湾
ク
ル
ー
ズ

企画ガイド

森
田
森
田  

浩
行
浩
行
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【
編
集
後
記
】

■
〈
会
員
相
互
の
更
な
る
親
睦
と
よ
り
よ
い
交
流
の
接
点
と
し
て

お
役
に
立
て
る
こ
と
を
願
い
、
こ
の
度
、 「
Ｏ
Ｖ
Ｇ
だ
よ
り
」 

が

創
刊
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
喜
び
や
悲
し
み
を
分
か
ち
あ
い
、

懐
か
し
い
想
い
出
も
共
有
で
き
る
ニ
ュ
ー
シ
ル
バ
ー
の
情
報
誌
と

し
て
皆
さ
ん
の
心
の
ス
キ
間
を
埋
め
ら
れ
た
ら
幸
せ
で
す
〉

　

こ
れ
は
、
当
協
会
だ
よ
り
創
刊
号
に
掲
載
さ
れ
た
編
集
後
記
の

一
文
で
す
。
筆
者
は
初
代
編
集
長
の
田
中
美
代
子
さ
ん
。
ガ
イ
ド

協
会
が
誕
生
し
て
三
年
目
、
念
願
の
機
関
紙
を
発
行
し
た
充
実
感

に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
発
行
は
平
成
十
一
年
八
月
。
そ
の
と
き
か

ら
二
十
五
年
が
経
過
し
、
こ
の
号
で
一
〇
〇
号
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
切
り
の
い
い
号
を
も
っ
て 「
Ｏ
Ｇ
Ｏ
小
田
原
ガ
イ
ド
協
会

だ
よ
り
」 

は
一
旦
区
切
り
を
付
け
る
こ
と
に
し
ま
す
。
先
の
創
刊

号
編
集
後
記
の
趣
旨
に
対
し
て
、
近
年
の
紙
面
づ
く
り
に
乖
離
を

感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
…
…
。
一
旦
休
刊
と
し
、
新
し
い
体

制
で
、時
機
を
み
て
復
刊
と
い
う
流
れ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。（
Ｕ
）

　

さ
よ
な
ら
を
言
う
の
は
、
少
し
だ
け
死
ぬ
こ
と
だ
。

　
　
　
レ
イ
モ
ン
ド
・
チ
ャ
ン
ド
ラ
ー

　
　
　
　
　
　
『
ロ
ン
グ
・
グ
ッ
ド
バ
イ
』 （
村
上
春
樹 

訳
） よ
り

【
三
月
以
降
の
退
会
者
】

　
　

成
川 

教
江 

さ
ん

　
　

近
藤 

義
栄 

さ
ん

　
　

坂
田 

逸
司 

さ
ん

　
　

高
橋 

絹
代 

さ
ん

　
　

秋
山 

正
雄 

さ
ん

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

訃  

報

   

昨
年
12
月
末
、 

当
協
会

会
員
の 

橋
口
正
良
さ
ん 

が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
長

年
の
ご
尽
力
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
心
か
ら
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

Ｂａｃｋｎｕｍｂｅｒ  front cover  ＰｉｎｕｐＢａｃｋｎｕｍｂｅｒ  front cover  Ｐｉｎｕｐ

【
編
集
委
員
】   

磯
崎
知
可
子  

柏
木
由
美
子  

上
田 

信
一  

飯
沼
忠
雄  

▶▶  

五
月
一
五
日
、
お
だ
わ
ら

五
月
一
五
日
、
お
だ
わ
ら

市
民
セ
ン
タ
ー
Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｏ

市
民
セ
ン
タ
ー
Ｕ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｏ

で
、
第

で
、
第
1919
回
通
常
総
会
が
開
催

回
通
常
総
会
が
開
催

さ
れ
、
そ
の
席
上
で
、

さ
れ
、
そ
の
席
上
で
、
成
川
成
川

教
江
さ
ん
の
二
十
五
年
に
渡

二
十
五
年
に
渡

る
協
会
員
活
動
を
讃
え
、
表

る
協
会
員
活
動
を
讃
え
、
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
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令和６年度賛助会員令和６年度賛助会員
賛助会員のお店は皆様をお待ちしています！賛助会員のお店は皆様をお待ちしています！

賛助会員の皆様にはガイド協会の活動に賛同しご支援を頂いています。
賛助会員の詳細は小田原ガイド協会ＨＰをクリックしてください。

http://www.odawara-gaido.com

■ ＮＰＯ法人小田原ガイド協会■ ＮＰＯ法人小田原ガイド協会　　☎☎ 0465-22-8800 0465-22-8800 ■■

☎ 0465- ☎ 0465-
23-3100朝ドレファ～ミ ハルネ店 42-7375せきしん運輸

080-5465-0066　 鯵 壱 北 條 24-3030田　　　毎

22-3378伊　勢　屋

24-0560う い ろ う

23-3818魚市場食堂

22-1661江　　　嶋

22-6238小田原種秀本店

23-1811小田原箱根商工会議所

23-4530籠　　　清

23-1807籠 常 商 店

22-4328柏木美術鋳物研究所

23-4741カネタ前田商店

20-4475甘味処　鎌　 倉

23-0721居酒屋 金  時

22-5155食事処 幸　繁

22-2912グリル 木の実

24-3161さがみ信用金庫

24-2224志村屋米穀店

22-3520鈴木製餡所

22-2333鈴廣かまぼこ

【 50 音順 】

22-4128だるま料理店

22-1547欄干橋ちん里う

22-5995露木木工所

22-4657東  㐂  庵

22-2078鳥 か つ 楼

24-5688菜　の　花

22-6416箱根屋酒店

24-7800小田原早川漁村

22-5370平 井 書 店

24-2479松崎屋陶器店

24-2233マツシタ靴店

23-1126万 葉 の 湯

23-2342柳屋ベーカリー

22-5637山市湯川商店

21-1137山　　　安

     Ｒ Ｙ Ｏ

42-0359長 一 商 店

050-5530-6860




